
令和 3 年度 入学試験問題 後期 地学 出題意図及び解答例 
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問 1  【解答】 セドナ，冥王星 
問 2  【出題意図】 （太陽 系の）惑星の定義を問う問題である． 
問 3  【解答】  b  

問 4  【出題意図】 地殻を構成する物質とその特徴を問う問題である． 
問 5  【出題意図】 アイソスタシーの概念の理解を問う問題である． 

【解答】 3750 m 

２

【出題意図】 マグマの発生，岩石の形成過程，および地温勾配に関する理解を問う

問 1 【解答】  
（ア） ホットスポット

（イ） 沈み込み帯

（ウ） 輝石

（エ） 黒雲母

（オ） マグネシウム

（カ） カルシウム

（キ） ナトリウム

（ク） 接触

（ケ） 石灰岩

問 2 【解答】

下線部①の現象： 部分溶融（もしくは，部分融解）

下線部③の作用： 結晶分化作用（もしくは，マグマの結晶分化作用）

問 3 【解答】  斑レイ岩 
問 4 【解答例】 異なる化学組成のマグマが混合して中間組成のマグマを生成するこ

と

問 5 【解答】 2.55 ºC/100 m 



３
問1  【解答】 化石：アンモナイト，イノセラムス，時代：中生代 
問2  【出題意図】 地質断面図から，地層の形成順序（堆積，貫入，断層の形成）を

正確に読み取ることができるかどうか．

問3  【解答】

名称：基底礫岩

形成要因：B層（砂岩層）の堆積後にこの地域が陸化して不整合面が形成さ

れた。A層（砂礫層）の堆積時に不整合面下位の砂岩層が削られ，それらが

基底部に礫として取り込まれたことによって形成された。

問4 【解答】 

名称：リップルマーク（漣痕なども可）

内部の模様：下図赤線部
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問１ 【解答】 ア：熱帯，イ：蒸発，ウ：潜熱or凝結熱，エ：上昇 
【出題意図】海表面と太陽エネルギーとの相互作用と台風発生に関する基礎的

知識とを問う．

問２ 【解答】 1.5×1018 cal 

問３ 【出題意図】 コリオリ力の空気の動きへの影響と，台風の立体構造の理解．

問４ 【解答例】10/1 0：00時頃（気圧の最低値，風速極大値が観測された）．さらに

前後1時間程度の間の間でも，根拠となる気象データに（気温の変化傾向

が低下から上昇への転換，降水量のピーク，湿度の高水準，風速のピーク，

風向が北よりから南よりへの変化など）に基づいて論述してあれば可．

【出題意図】気象データを，台風通過に伴う気象変化と結びつけて解釈すること．

















囚次の文章を読んで，以下の聞いに答えよ。

台風は北太平洋南西部 で発生する仁日低気圧のうち，10分間の平均風速の最大が17m/s以上

になったものである。低問地方の海洋が吸収した太陽エネルギ ー の大部分比例仁己に使わ

れる一方で大気中で水蒸気が凝結するときに仁三として放出される。脚によって大気が受け

取る熱量は，水lgの蹴につき約600四lである。このようにし吋減められ，仁日気流が

強化さ九弘主過に発達した台風（図）は多量のエネルギー とともに次第に高緯度地方に移動する。

図 気象衛星から撮られた台風24号の赤外画像（2018年9月30日02時00分）

問l 亡日～亡日に適切な語句を入れよ。

問2 下線部①について，台風の半径を200 kmとし この範囲内の平均雨量が1時間当たり20mm

とすると，補給された熱量は 1 時間当たり約何 cal になるか。解答欄に計算過程を示し，有効数字

2桁で答えよ。

問3 下線部②に関連して，台風の上面と地表面（または海水面）での上空から見たときの風向きを解答

欄に矢印で描き入れよ。

問4 2018年の台風24号は本州に上｜墜し縦断移動した。このときの松本市にある気象観測所で観測さ

れた気象デー タを次ペ ー ジの表に示す。この台風は松本市の南方を通過していった。この台風の中

心がこの気象観測所に最接近したのは何時頃だったかを気象デー タから判断しそのデータの種類

と判断理由を説明せよ。複数の気象デー タを用いてもよい。
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